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災害が生じた際，特に発生直後は，社会的支援が期待できず，人々は行動を自己決定す

る必要がある。自己決定のためには，適切な知識が不可欠であり，その知識獲得には防災

耕寸が重要である。そこで、本研究は，自己決定を支援する防災耕ポこついて，認知科学的

な視点、から分析し，その分析を踏まえた耕才を試作することを目的として計画された。

本稿では，まず，認知科学的視点から既存の防災耕オの問題点を指摘し，その問題点を

解決する方法を提案する。そして，その提案に基づく e色町ning耕オを試作した報告を行

フ。

2.既存の防災教材の問題

2. 1 活性化の不足と競合干渉の問題

既存の防災耕オには， r地震が起きたら机の下に隠れましょうJ，r地震が起きたとき，避

難経路を確保するために，すぐにドアを開けましょう」といったルー/レが述べられている

ことが多し、。これらのルールは， ifAthen B形式のプロダクションルーノレとみなすことが

できる(島田・北島， 2∞5)。上記のノレールをプロダクションルーノレの形式で書き出すと，以

下のようになる。

正地震が起きる出en机の下に隠れる

正地震が起きる由enドアを開ける

これらのルールを知識として獲得し，災害時に運用することで，適切な自己決定が達成さ

れると考えられる。

これらのノいーノレを運用するためには，プロダクションルーノレの条件部 (ifAthenBのA

の部分)を適切に検索することが必要である。検索に失敗すると，適切な行動がとれない。

この検索の失敗を避けるためには， (a)検索されるべきルールが十分に活性化されること

(活性化の不足の問題)， (b)検索されるべき以外のルールの活性化が抑えられ，干渉が少
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なくなること(競合干渉の問題)，の 2点が必要である。しかし，既存の防災耕オは，こ

の2つの条件が十分に満たされていないと考えられる。

たとえば，先に挙げた2つのルール沼地震が起きる then机の下に隠れるJr正地震

が起きる thenドアを開ける」は，条件部が同じである。したがって，地震が起きたとき

には2つのかールが競合し，干渉する。さらに， 2つの新子部 (ifAthenBのBの部分)

が同じ手がかりlこ結びついているので，それぞれの連合が弱まり，結果としてルールの活

性化も弱くなると考えられる。

2.2 自発的なjトル変容

しかし，これまで、の災害事例を考えると，少なくとも成人を対象とした場合，上記のよ

うな防災耕オからもイ分に知識を瀦尋し，適切な行動がとれていると考えられる。その理

由の一つは，適切な条件の自発的な生成がなされているからであると考えられる。

たとえば「地震が起きたら机の下に隠れましょうJr地震が起きたとき，避難経路を確

保するために，すぐにドアを開けましょう」というルーノレを学習したとする。「地震が起こ

るJとし、う条件が競合するがリビング、には机があるJr寝室にはドアがあるJとし、った

知識を運用し，推論し，次のように条件を変容させると考えられる。

if地震が起きる andリビングにいる then机の下に隠れる

if地震が起きる加d寝室にいる出回ドアを開ける

もしこのような失織を獲得していれば， r寝室にいる」としづ条件が満たされる場合，はじ

めのルールよりも競合干渉が起きにくし、。

自発的なノトーノレ変容は，条件部だけでなく，実行部でも行われる。たとえば， r正地震

が起こる then高台へ逃げるJとし、うルーーノレの学習を考える。その際 r自宅に近い00

公園は高台であるjという知識を運用すれば， r正地震が起こる and自宅にいる then0 

O公慣に逃げるJという変容がなされると考えられる。

このような自発的なかール変容は，学習時と新子時の2つの場合に生じると考えられる。

学習時とは，学習の際に， r地震が起きたらJとしづ条件を実行部と合わせて解釈し学

校の教室にいて，自分の机があったらJという条件を自発的に加え，精轍イじすることであ

る。実行時とは，実際に災害が生起した際に，そのときの状況を加味して条件を加え，ル

ールを解釈することである。

このような自発的なルール変容は，既有知識の存在と推論能力が不可欠である。これら

が不足していると，適切にノトルを変容させることができない。災害時には短時間で意思

決定をしなければならないので，ヨ託子時のルール変容は特に難しいと考えられる。特に，

既有知識付佐論能力が不足すると考えられる子ども，あるいは認知・知的障害者や高齢者

は，より具体的な/いーノレで学習し，活+割七の不足と競合干渉の問題を避ける必要がある。
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欝 時空間的情報がないルールを学習したとき 活性化レベル
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図l 時空間的情報を手がかりにしたルールの検索モデル

3. 日常生活の時空間的，t青報を利用した解決策の提案

上記の問題を考慮すると，適切なルーノレの検索を促すためには，条件部が(必競合が起き

ないように十分に弁別がなされ， (b)学習者の知識に合わせて具体的に記述される必要があ

る。この2点を満たすために日常生活における時空間的清報の利用を提案する。

たとえば朝自分の寝室で起床するということは，朝という時間と，自分の寝室という

場所の情報から構成されている。このような時空間的情報は，日常生活の各瞬間において，

作業記憶内に表象されているはずである。したがって これらの時空間的情報を条件部に

含めた孝財を作成し，検索手がかりとして利用できるように材Lぱ災害時の適切なルー

ルの検索を促し，適切な行動ができるようになると考えられる。

図1に，上記のモデルを示すo 時空間的』情報を条件部に含んだ、ルーノレを学習すれば，ル

ールを検索する際に，時空間的情報が手がかりとして利用される。一致する手がかりと条

件の数が増えるほど，活性化は強くなる。逆に一致する手がかりと条件の数が減るほど，

活↑封じは弱くなる。そのため，条件部に時空間的情報があると，適切なルーノレのみ活性化

が強くなり，不適切なルーノレの活d↑割七が弱くなる。結果的に，競合干渉が小さくなる。

4. e-Iearning教材の誤作

2人の児童(6歳および8歳の男児)を対象に，個別に防災耕寸を試作した。作成にあたっ

て，マルチメディアによる手順教示システムとして提案されたSMMAPS(Scenario-based 

Multimedia Manual Au由oringand Presentation System;島田・北島・奈良， 2010)の
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注漢字を使用して作成しているが，これは漢字が得意であるという 1名の対象児の個人特性に合

わせたためである。一般的には，年齢に合わせて漢字と仮名を{節、分けることになる。

枠組みを用いた。S:MMAPSでは，内容の個目リのカスタマイズが重要で、あることから，児

童たちの典型的な 1日の生活の時間と場所(家と学校の間取り，通学路，)，それぞれの通学

路や自宅の中で災害時に也意が必要な場所をあらかじめ調べた。

耕寸はFlashによって作成したo 耕寸の構成は，時空間的情静くージと，避難ルール教

示ページの2つに分けられる。時空間的情報ページは，空間的情報ページと時間的情報ペ

ージに分けられる。それぞれの例を図 2に示す。空間的情報ページには，自宅，通学路，

学校の地図を表現した。その地図の上に，危険笛所に黄色いボタンをおいた。ボタンをク

リックすることで，避難/トル教示ページに移るようにした。時間的情報ページは，典型

的な 1日のスケジュールと，スケジュールに関係した危険箇所を示すアイコンをおいた。

アイコンをクリックすることで，避難ルール教示ページに移るようにした。

図 3は，避難yいール教示ページの例で、あるO ノレーノレ教示部(左上)，空間的清報部(左

下)，時間的情報部(右側)の3つの部分から成立する。ノレール教示部は，部品仏PS(島

田他， 2010)の枠組みで，避難ノレーノレの教示を作成した。ルーノレを学習する際には，その

ルーノレが適用される場所と時間が，それぞれ空間的情報部，時間的t情報部の上でハイライ

トされるようにした。

避難ルールと時空間的』情報の連合は，次の2つの機会に強化される。一つは，時空間的

情静くージから避難ルール教示ページへの移動時で、ある。避難ルール教示ページにアクセ

スするには、時空間的情報ページを必ず経由しなければならず，時空間的'情報と避難ルー

ルの連合が強化される。もう一つは，避難ルール教示ページの閲覧時である。避難/いーノレ

教示ページにおいては，時空間的J情報のハイライトがなされ，時空間的'情報と避難ルー-Jレ
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の連合が強化される。

対象となった児童たちが試作マニュアルによって学習する機会を設けたところ，興味深

く学習している様子であっtco

4.おわりに

本研究では，認知科学的視長から既存の防災耕オの問題点を指摘し，その問題点を解決

する方法を提案し，その提案に基づく e色町ning耕オを試作した。本研究の提案した防災

耕オは，今後の防災耕オの作成スタイルとして役立てることが可能であると考えられる。

一方で、，残された問題を2点指摘しておく。

一つは，本研究が試作した耕寸の効果の実証である。本研究が提案した手法が実際に効

果を持つのかどうか，今後の実践や心理実験などを通して検証する必要がある。

もう一つは，時空間的情報の付加が抱える問題である。プロダクションノいサレに条件を

付加することは，そのノいーノレの汎用性を犠牲にするという副作用を持つ。たとえば， r正地

震が起こる then高台へ逃げるjというノレールを沼地震が起こる and自宅にいる then

00公園に逃げるJに具体化して教示したとする。この場合，自宅にいない場合を想定す

れば，後者の具榊句な教示よりも，むしろ前者の抽象的な教示の方が役立つかもしれなハ
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つまり，時空間的情報の付加は，適切な知識運用を促す一方で、，知識の汎用性を制約する

というトレードオフがある。実用化にあたっては，このトレードオフについても考慮する

必要がある。

注

本稿は， 12thInternational Conferen田 onHuman-Computer Interaction、日本教育

心理学会第49回大会において発表した原稿に，加筆・修正したものである。
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